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ロータリーの会員資格は、ほとんど、すべて「職業分類」を基礎にしています。基本的

に、職業分類というのはロータリアンが従事している商売や職業を通じて社会に奉仕

している、明確で一般に認められている職種ということです。 

  ロータリーの職業分類の原則は、もう少し特殊で精密に規定されています。ロータ

リアンの職業分類を決めるには、正会員が関係している会社や協会の主な認知 さ

れた商売や職業は何か、あるいはその正会員の主な認知された職業活動を保護して

いる会社や協会の主な認知された職業は何かをよく調べることが必要です。 

  職業分類を決めるのは、当該会員個人の地位によってではなく、その個人が社会

に尽くす活動や奉仕の種類によるのだということが明瞭に理解されるべきです。 言

い換えれば、その個人がある銀行の頭取であれば、この人は「銀行頭取」という職業

分類には入らないで、「銀行業」という職業分類に入ります。 

  この職業分類の原則に則り、職充や産業は、製造業、卸売業、小売業、サービス

業など他と区別できる機能に分けることが出来ます。職業分類は、また、クラブ の区

域限界内の大企業や大学のはっきり区別できる独立した部局、例えば、経営学部や

工学部などとして再分類することが出来ます。 

 地域社会というものは、いろいろな商売や職業から成り立っている構成体ですが、

ロータリー・クラブがその断面をよく現しているようにするためには、その会員の構成

を職業分類という原則に従って行うのが必要な構成概念なのです。 

 


